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★
熊
本
地
震
被
災
に
お
け
る
ご
支
援
の
御
礼
に

つ
い
て

　

本
年
４
月
14
日
の
熊
本
地

震
か
ら
既
に
６
ヵ
月
余
り
が

経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ

た
電
友
会
会
員
の
皆
様
に
は

改
め
て
お
見
舞
申
し
上
げ
ま

す
。

　

震
災
直
後
、
電
友
会
仲
間
か
ら
被
災
さ
れ
た
会
員

の
皆
様
に
、
少
し
で
も
心
の
支
え
、
勇
気
づ
け
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
お
見
舞
金
を
お
願
い

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
９
月
末
現
在
、
四
国
地
方
本
部

に
お
い
て
、
55
万
円
の
お
見
舞
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
お
見
舞
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
電
友
会
本
部
・
電
友
会
九
州
地
方
本
部
を
通

じ
て
、「
一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
」
を
と
の
気

持
を
こ
め
て
、
被
災
さ
れ
た
会
員
お
一
人
お
ひ
と
り

に
手
渡
す
こ
と
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

お
見
舞
金
の
他
に
も
、
被
災
地
の
た
め
に
と
義
援

金
や
物
資
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
電
友
会
仲
間
へ
の
直
接
の
支

援
と
い
う
今
回
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
、心
か
ら
感
謝
と
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

四
国
電
友
会
と
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
の
心
温
ま

る
ご
支
援
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

平
成
28
年
秋

電
友
会
四
国
地
方
本
部
長　

小
田　

尚
見

（
被
災
状
況
概
要
）

　

◦
家
屋
全
壊　
　
　
　
　

13
件

　

◦
家
屋
半
壊　
　
　

１
０
６
件

　

◦
家
屋
一
部
損
壊　

４
３
０
件

★
電
友
会
「
第
３
回
全
国
女
性
の
会
」
の
開
催

に
つ
い
て

　

全
国
の
女
性
会
員
が
東
京
初
台
の
東
日
本
本
社
ビ

ル
に
結
集
し
、「
健

康
長
寿
」、
及
び

「
全
国
お
国
自
慢
・

心
の
交
流
会
活
動

の
活
性
化
」
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

　

四
国
か
ら
は
、

徳
島
の
稲
井
常
任

幹
事
、
高
知
の
安

養
寺
副
会
長
が
出

★
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
カ
ン
パ
ニ
ー
の
紹
介

〈
会
社
概
要
〉

◦
株
式
会
社　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ

◦
所
在
地　

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
平
野
町
２

－

３

－

７　

ア
ー
バ
ン
エ
ー
ス
北
浜
ビ
ル

◦
設
立　

１
９
９
９
年
４
月
１
日 

席
し
ま
し
た
。
今
後

の
展
開
と
し
て
は
、

年
内
に
四
国
で
第
２

回
女
性
会
議
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

１
．
日　

時

　
　

平
成
28
年
9
月

14
日
㈬
～
9
月
15

日
㈭

２
．
場　

所

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

本
社
ビ
ル

３
．
出
席
者

　
　

〇
本
部　

鈴
木
会
長
、事
務
局
４
名

　
　

〇
各
地
方
本
部　

24
名

お
知
ら
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

《会議模様》

《全国からお集まりの皆さん》

《小田本部長》
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◦
資
本
金　

1
億
円

◦
従
業
員　

従
業
員
数　

約
１
９
、
０
０
０
名

〈
支
店
概
要
〉

◦
支
店
名　

株
式
会
社　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク

ノ　

四
国
支
店

◦
所
在
地　

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
四
丁
目
二
番
地

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
支
店
ビ

ル
１
棟

◦
支
店
長　

平
橋　

盛
通

◦
支
店
従
業
員　

　
　

約
１
、
４
０
０
名

〈
は
じ
め
に
〉

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
は
、

お
客
さ
ま
と
情
報
通
信
の
未
来
を
見
つ
め
、

“
心
”
や
“
絆
”
を
つ
な
ぎ
、“
笑
顔
”
と
“
感
動
”

を
届
け
る

一
番
身
近
な
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
ま
す
。

と
の
企
業
理
念
の
も
と
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
使
っ

て
い
た
だ
け
る
情
報
通
信
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
築
き
、

お
客
さ
ま
の
心
を
つ
な
ぐ
、
地
域
の
絆
を
守
る
『
安

全
・
安
心
な
社
会
づ
く
り
』、
新
た
な
技
術
に
よ
っ

て
日
々
進
化
し
、
地
域
社
会
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
・

文
化
を
創
造
す
る
『
快
適
で
豊
か
な
社
会
づ
く
り
』

に
貢
献
す
べ
く
、
関
西
・
東
海
・
北
陸
・
中
国
・
四

国
・
九
州
の
６
支
店
を
中
心
に
、
１
９
１
の
サ
ー
ビ

ス
拠
点
を
設
け
西
日
本
30
府
県
で
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
通
信
設
備
の
計
画
か
ら
構
築
・
開
通
・
点
検
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
人
口

の
多
い
都
市
部
は
も
ち
ろ
ん
、
山
間
部
や
沿
岸
部
に

お
い
て
も
地
域
に
密
着
し
た
お
客
様
の
安
心
・
便
利

で
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ラ
イ
フ

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
情
報
通
信
の
発
展
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
支
店
紹
介
〉

　

次
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
四
国
支
店
の

事
業
運
営
体
制
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

四
国
支
店
の
事
業
運
営
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
国
４
県
15
拠
点
を
配
置
し
、
約
１
、
４
０
０
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
の
業
務
と
し
て
は
、
四
国
エ
リ
ア
に
お
け

る
快
適
な
通
信
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
提
案
か
ら
回
収
、
リ
サ
イ
ク

ル
ま
で
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
、
並
び
に
Ｍ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
の
通
信
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
で
培
っ
た
サ
ポ
ー
ト

ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
な
ど
「
地
域
に
密
着
」
し
た

サ
ポ
ー
ト
業
務
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
宅
地
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
動

向
を
踏
ま
え
、
将
来
必
要
と
な
る
設
備
の
規
模
や
構

築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
し
、
計
画
に
基
づ
い
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
ル
ー
ト
の
設
計
や
工
事
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
日
々
の
点
検
や
設
備
の
更
改
に
よ

り
大
規
模
故
障
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
災
害
な
ど

に
よ
っ
て
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
等
に
も
迅
速
な
復
旧

活
動
を
行
う
な
ど
、
四
国
エ
リ
ア
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
展
望
〉

　

当
社
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
掲
げ
る
「
飛
躍
の
ス
テ
ー
ジ
」
へ
前

進
す
る
た
め
の
原
動
力
と
し
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
市
場

に
お
け
る
収
益
力
強
化
」、「
光
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と

利
益
拡
大
」、「
グ
ル
ー
プ
会
社
の
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
」
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

〈組織図〉

NTTフィールドテクノ四国支店

設 　 備 　 部

ビジネス推進部

企 画 総 務 部

愛 媛 営 業 所

香 川 営 業 所

徳 島 営 業 所

高 知 営 業 所

《平橋支店長》
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☆
年
会
費
自
動
払
込
み
の
申
し
込
み
状
況

（
愛
媛
県
支
部
）

　

会
報
７
月
号
（
第
１
７
５
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
年
会
費
の
自
動
払
込
み
を
申
請
い
た
だ
い
た
会

員
数
が
、
９
月
末
現
在
で
１
５
０
名
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
申
し
込
み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
以
降
も
次
年
度
に
向
け
て
申
込
手
続

き
は
出
来
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
７
月
会

報
に
同
封
し
て
い
ま
し
た
申
し
込
み
用
紙
に
て
お
近

く
の
郵
便
局
で
お
願
い
し
ま
す
。

☆
「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
し
」

　
　
　
（
男
の
料
理
教
室
ス
タ
ー
ト
）

　

愛
媛
電
友
会
で
は
、

本
年
６
月
か
ら
『
男
の

料
理
教
室
』
を
始
め
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
大
半
が
、

こ
れ
ま
で
上
げ
膳
据
え

膳
で
奥
さ
ん
に
頼
っ
て

い
た
こ
と
も
あ

り
、
ぎ
こ
ち
な
い

な
が
ら
も
興
味

津
々
の
よ
う
で
し

た
。

　

料
理
教
室
は
、

現
在
８
名
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
「
先

ず
は
格
好
か
ら
」

と
マ
イ
包
丁
・
マ

イ
エ
プ
ロ
ン
を
揃

え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
催
回
数
は
毎
月
２
回
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
（
８

月
末
）
で
５
回
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
催
場
所
は
松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
の
調
理
実

習
室
で
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
65
才
以
上
で
あ
る

た
め
会
場
使
用
料
（
会
場
費
、
光
熱
水
料
）
は
無
料

で
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

料
理
の
先
生
は
、
電
友
会
会
員
の
中
で
も
と
り
わ

け
お
酒
の
つ
ま
み
が
上
手
な
方
に
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
料
理
は
、メ
ン
バ
ー
か
ら
の
要
望
も
取
り
入
れ
、

先
生
が
簡
単
で
年
令
に
優
し
い
内
容
の
レ
シ
ピ
を
考

え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
レ
シ
ピ
は
別
表
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
え
て
頂
い
た
お
料
理
は
調
理
後
全
員
で
味
わ

い
、
感
想
を
述
べ
、
そ
し
て
各
人
が
家
庭
で
も
実
践

す
る
こ
と
で
、
奥
様
方
に
は
大
変
好
評
で
喜
ば
れ
て

い
ま
す
し
、
自
身
の
健
康
（
特
に
認
知
症
予
防
）
に

も
役
立
ち
ま
す
し
、
全
員
が
楽
し
く
張
り
切
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

回数 レシピ１ レシピ２ レシピ３ レシピ４

１ 肉じゃが 胡瓜のからし漬 ごはん みそ汁

２ 鯵のたたき キャベツと厚揚
げの味噌炒め ごはん シジミ汁

３ 豚しゃぶサラダ 鰯のトマト味 ごはん あさり汁

４ 真夜中のオムラ
イス ラタトゥイユ － －

５ 鯖の味噌煮 あっさりひじき
の煮物 なすの浅漬け すだちぶっかけ

しらす丼

〈別表〉

支
部
だ
よ
り

《料理風景》

《第５回目の料理内容》
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☆
香
南
市
ア
ジ
サ
イ
街
道
の
剪
定
を
実
施

　
「
真
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
す
っ
か
り
定

着
し
た
感
の
あ
る
「
香
南
市
ア
ジ
サ
イ
街
道
」
の
剪

定
作
業
を
７
月
16
日
㈯
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ジ
サ
イ
街
道
は
、
高
知
電
友
会
会
員
の
横

田
博
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
お
世
話
し
て
お
り
、
毎
年

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
、
す
っ
か
り
有
名

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
初
め
て
の
参
加
５
名
を
含
む
25
名
が
梅

雨
明
け
間
近
の
夏
空
の
下
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
足
達
事
務
局
長
か
ら
剪
定
の
要
領
と
、
水

分
補
給
を
十
分
す
る
こ
と
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
等

の
説
明
と
注
意
が
あ
り
、
各
自
剪
定
鋏
を
手
に
作
業

に
か
か
り
ま
し
た
。

　

作
業
途
中
、
一
名
が
蜂
に
刺
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
事
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

休
憩
と
水
分
補
給
を
し
っ
か
り
取
り
な
が
ら
も
、

約
２
時
間
半
で
作
業
は
完
了
。
例
年
よ
り
参
加
者
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
早
め
に
片
づ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
ア
ジ
サ
イ
群
を
見
る
と

疲
れ
を
忘
れ
、
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

作
業
後
は
、
近
く
の
一
級
河
川
「
物
部
川
」
に
か

か
る
戸
板
島
橋
の
下
へ
移
動
。

　

川
の
中
に
は
ア
ユ
釣
り
の
姿
が
ち
ら
ほ
ら
と
。

　

涼
し
い
川
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
。
味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
の
お
弁
当
を
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。。

　

デ
ザ
ー
ト
に
は
西
瓜
も
出
さ
れ
大
満
足
。

　
「
又
来
年
も
頑
張
っ
て
き
れ
い
に
し
よ
う
ね
」
と

声
を
交
わ
し
な
が
ら
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
来
年
も

ま
た
元
気
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
（
松
丸
純
二　

記
）

10　　　月 11　　　月 12　　　月 第４四半期

愛 　 媛
・親睦ゴルフ大会

　（10/28）
　〈チサンＣＣ〉

・女性会議（11月中旬） ・環境クリーン作戦In
道後（12下旬）

・事務局長会議（２月）
・会報編集委員会

（２月）

香 　 川

・親睦日帰り旅行
　（10/17）

　〈大和ミュージアム
と竹原町並み散策〉

－ －

徳 　 島 － －

<イベント情報>
■電友会イベント

《夏空の下作業中の皆さん》
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10　　　月 11　　　月 12　　　月 第４四半期

愛 　 媛

・松山秋祭
（10/5 ～ 10/7）

・西条祭（10/ ８～）
・新居浜太鼓台祭

　（10/15 ～）
・大相撲松山場所

（10/23）
・砥部焼祭（10/29）

・ゆるきゃらグランプ
リ

　松山堀之内公園
（11/5）

・愛媛すごいもの博
2016

　松山堀之内公園
（11/26）

・愛顔つなぐ　
　よしもと爆笑大博覧

会
　（1/22ひめぎんホー

ル）

香 　 川

・瀬戸内国際芸術祭
（秋会期）

（10/8 ～ 1116）
・宇多津秋祭り

（10月下）
　宇夫階（うぶしな）

神社
・第61回高松市・菊

花展
（10月中～ 11月下）
　〈高松城跡玉藻公園〉

・あいらぶ東かがわ大
物産展（11/6）

　〈東かがわ市・とら
まる公園〉

・丸亀城・菊花展
（10月下～ 11月中）
 　〈丸亀城内〉

・第2回高松城鉄砲隊
演武式（12/19）

　〈高松城跡玉藻公園〉
・第６回満濃池・空海・

こんぴら・しあわせ
ツーデーウォーク

（12/3 ～ 4）
　〈国営さぬき満濃公

園〉

・引田ひなまつり
（2月下～ 3月上））

・宇多津の町家と雛祭
り（3月上）

徳 　 島

・アニメの祭典「マチ
★アソビ」Vol．17

　（徳島市）
（10/8 ～ 10/10）

・祖谷平家まつり月間
　（三好市）

（10/1 ～ 10/31）
・徳島ビジネスチャレ

ンジメッセ2016
　（徳島市）
（10/27 ～ 10/29）

・鴨島大菊人形展
　（吉野川市）
（10/21 ～ 11/11）

・剣山もみじ祭り
　（三好市）
　（10/1 ～ 10/31）

・湊柱神社奉納　赤ち
ゃん土俵入り

　（海陽町）（10/15）

・ふるさとカーニバル
　阿波の狸まつり（徳

島市）
（11/1 ～ 11/3）

・大谷焼釜まつり（鳴
門市）

（11/12 ～ 11/13）
・犬飼農村舞台公演
　（徳島市）（11/3）
・妖怪まつり（三好市）

（11月下旬）
・四国右下ロードライ

ド2016（海陽町）
（11/13）

・ 阿 波 踊 り 大 絵 巻
2016（徳島市）

（11/26 ～ 11/27）

・徳島ＬＥＤアートフ
ェスティバル2016

　（徳島市）
（12/23 ～ 12/25）

・池田冬のオブジェ
　（三好市）
　（12月上旬～１月上

旬）
・薬王寺除夜の鐘
　（美波町）（12/31）

・１月
　大山寺の力餅

　（上板町）
・２月
　ビッグひな祭

　（勝浦町）
　※リオ五輪に出展！
・３月
　春の渦まつり

（鳴門市）

■地域イベント

高 　 知 － －
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☆
野
球
人
生
に
半
世
紀
以
上
携
わ
る
！

　

今
も
現
役
大
活
躍
中
！

　（
野
球
道
を
通
じ
て
青
少
年
健
全
育
成
と
地
域
貢

献
等
に
寄
与
）

十
川　

佳
久
さ
ん
（
藍
住
町
）

　

◆
徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟
の
役
員
活
動
等
を
通
じ

て「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
旗
争
奪
徳
島
県
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
」

の
創
設
・
運
営
「
第
48
回
国
民
体
育
大
会
（
東
四
国

国
体
）の
軟
式
野
球
競
技
を
徳
島
県
に
開
催
招
致（
強

化
委
員
長
）」、「
将
来
性
の
あ
る
若
手
の
審
判
員
育

成
強
化
」
等
多
岐
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
青
少

年
健
全
育
成
な
ど
地
域
貢
献
活
動
に
40
年
の
長
き
に

わ
た
り
大
活
躍
中
で
す
。

　

具
体
的
活
躍
の
一
旦
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
十
川
さ
ん
の
職
歴
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
40
年
12
月
電
電
公
社
徳
島
電
気
通
信
部
に
採

用
さ
れ
、
大
半
は
設
備
関
係
（
線
路
業
務
）
で
の
お

仕
事
に
就
か
れ
、
採
用
当
時
は
第
三
次
５
ヵ
年
計
画

（
昭
和
38
年
～
昭
和
42
年
）
加
入
者
増
設
工
事
や
県

高 　 知

・奥四万十博
（4/10 ～ 12/25））

　須崎市・中土佐町・
四万十町・梼原町・
津野町

・アーティスト・イン・
レジデンス

　須崎「現代地方譚」
（10/15 ～ 11/30）

　須崎市まちかどギャ
ラリー

・三嶋神社大祭
　（10/22 ～ 23）

　津野町
・津野山神楽
（10/30、11/3他）

　梼原

・大川村謝肉祭
（11/3）

　大川村　白滝
・宿毛「ぐれ」パラダ

イスカップ沖の島・
鵜来島（11/6）

　宿毛市
・四万十源流ウォーキ

ング（11/12）
　津野町船戸
・谷干城まつり
　（11/13）四万十町
・龍馬まつりｉｎ桂浜
　（11/13）高知市
・津野山古式神楽
　（11/15、16､ 19）
　津野町
・CASIOワ ー ル ド ク

ラシック
　（11/24 ～ 27）

　芸西村　黒潮ＣＣ
・一條大祭

　（11/22 ～ 24）
　四万十市

・すさきXmasイルミ
ネーション

　（12上旬～1月上旬）
　須崎市　川端シンボ

ルロード
・奥四万十博クロージ

ングイベント
　（12/23）四万十町
　四万十緑林公園

・高知龍馬マラソン
2017

　（2/19）高知市

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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庁
所
在
地
相
互
間
の
市
外
通
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
化
、
デ

ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
先
輩
・

同
僚
等
と
昼
夜
を
わ
か
た
ず
従
事
し
、
今
日
の
ユ
ビ

キ
タ
ス
時
代
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

又
、
平
成
11
年
３
月
東
京
管
内
の
１
１
６
呼
を
西

日
本
エ
リ
ア
の
職
場
確
保
を
目
的
と
し
て
呼
分
散
受

入
受
託
し
た
際
の
徳
島
分
会
の
責
任
者
と
し
て
尽
力

さ
れ
、
縁
あ
っ
て
か
ど
う
か
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
徳

島
で
受
託
し
た
東
京
世
田
谷
１
１
６
セ
ン
タ
の
渉
外

担
当
課
長
と
し
て
、
設
備
部
門
等
で
培
っ
た
お
客
様

と
の
卓
越
し
た
折
衝
能
力
を
活
か
し
、
東
京
の
お
客

様
と
の
渉
外
対
応
に
（
ク
レ
ー
ム
）
も
手
腕
を
発
揮

し
、
各
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
か
ら
の
人
望
も
厚
く
頼
れ

る
兄
貴
と
し
て
面
倒
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
古
巣
の
設
備
部
門
へ
異
動
と
な
り
平
成

19
年
惜
し
ま
れ
な
が
ら
電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
の
41

年
間
勤
務
に
ピ
リ
オ
ド
打
ち
ま
し
た
。

　　

今
回
の
「
野
球
人
生
に
対
す
る
活
動
内
容
」
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

１
．
軟
式
野
球
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
に
つ
い
て

　

①　

小
学
６
年
生
（
昭
和
33
年
）
こ
ろ
、
巨
人
の

長
嶋
茂
雄
さ
ん
に
憧
れ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
野

球
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

②　

高
校
時
代
は
硬
式
野
球
、
電
電
公
社
に
入
社

後
軟
式
野
球
に
転
向
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟
で
の
各
要
職
で

の
思
い
出
等
に
つ
い
て
も
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

２
．
軟
式
野
球
連
盟
の
役
員
活
動
（
事
務
局
長
、
副

理
事
長
、
理
事
長
）
で
の
思
い
出

　

①　

苦
労
話

　
　

・
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
東
四
国
国
体
で
軟

式
野
球
競
技
の
強
化
委
員
長
を
務
め
、
軟
式

野
球
競
技*
３
種
目
の
総
合
優
勝
を
求
め
ら

れ
た
と
き
。

　
　
　

*

①
一
般
Ａ
（
39
歳
以
下
）
②
一
般
Ｂ
（
39
歳
以
下

で
国
体
未
出
場
者
）
③
成
年
（
40
歳
以
上
）

　
　

・
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
県
連
理
事
長
に
就

任
、
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
の
理
事
・
評
議

員
に
就
任
、
国
体
改
革
に
於
け
る
「
軟
式
野

球
競
技
種
別
変
更
及
び
隔
年
開
催
」
に
つ
い

て
全
国
の
仲
間
と
議
論
し
た
と
き
。

　

②　

県
民
か
ら
賞
賛
を
受
け
た
思
い
出

　
　

・
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）「
東
四
国
国
体
軟

式
野
球
競
技
総
合
優
勝
」
を
飾
っ
た
と
き
。

　
　

・
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
小
学
女
子
）
徳
島
県
選
抜

編
成
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
全
国
制
覇
し

た
と
き
。

　
　

・
平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
少
子
化
と
ス
ポ
ー

ツ
の
多
様
化
に
伴
い
、
野
球
界
の
将
来
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
小

学
４
年
生
以
下
の
大
会
を
開
催
、県
内
中
学
、

高
校
野
球
指
導
者
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
賞

賛
を
頂
い
た
こ
と
。

　
　

・
平
成
３
年
に
は
徳
島
県
知
事
か
ら
「
体
育
功

労
賞
」
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
等
で
は
学
童
大
会
を
中
心
に
多
く
報
道

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
実
績
、
経
験
等
を
活
か
し
今
後
の
抱
負

や
活
動
方
針
等
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

３
．
今
後
の
活
動
方
針
は

　

①　

軟
式
野
球
を
通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

指
す
と
共
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
と
競

技
力
向
上
に
寄
与
す
る
。

《挨拶をされる十川理事長》
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②　

軟
式
野
球
を
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
楽

し
め
る
環
境
作
り
に
努
め
る
。

　

③　

関
係
機
関
と
連
携
し
徳
島
県
の
文
化
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

　

そ
の
他
特
に
印
象
に
残
っ
た
、
出
来
後
に
つ
い
て

も
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

４
．
そ
の
他
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
に
つ
い
て

　
　

十
川
さ
ん
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
食
文
化
と
お
も

て
な
し
促
進
機
構
」
の
理
事
も
し
て
い
る
関
係
か

ら
下
記
の
通
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
と
の
交
際
に
も
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

①　

平
成
８
年
４
月
（
１
９
９
６
）
徳
島
市
で
英

国
「
エ
ド
ワ
ー
ド
殿
下
」
と
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

食
事
会
に
出
席
。

　

②　

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）
第
１
回
グ
ル
ジ
ア
・

日
本
文
化
祭
に
参
加
。

　

③　

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）
全
国
一
宮
巡
り
を

開
始
、
同
18
年
（
２
０
０
６
）
終
了
。

　

④　

平
成
27
年
11
月
（
２
０
１
５
）
高
円
宮
妃
久

子
殿
下
と
の
食
事
会
に
招
か
れ
た
。

　

⑤　

平
成
28
年
８
月
（
２
０
１
６
）
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
「chingiz A

ID
A

R
B

EK
O

V

」
駐
日
大

使
を
阿
波
踊
り
見
物
に
ご
案
内
。

　

最
後
に
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
等
で
の

要
職
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

５
．
現
在
の
要
職
等
に
つ
い
て

　

①　

公
益
財
団
法
人
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟　

評

議
員

　

②　

徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟　

理
事
長

　

③　

公
益
財
団
法
人
徳
島
県
体
育
協
会　

理
事

　

④　
　
　

〃　
　
　

徳
島
県
体
育
協
会　

競
技
力

向
上　

副
委
員
長

　

⑤　
　
　

〃　
　
　

徳
島
県
体
育
協
会　

生
涯
ス

ポ
ー
ツ
委
員
会　

委
員

　

⑥　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
食
文
化
と
お
も
て
な
し
促
進

機
構　

理
事

　

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
等
で
の

十
川
さ
ん
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
し
か
も
長
期
間

の
ご
活
躍
に
頭
が
下
が
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

最
近
の
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
一
つ
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
県
軟
野
連
が
今
春
、
小
四
以
下
の
徳
島
県
大
会

を
開
催
！
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
で
も
５

年
生
以
下
の
大
会
は
あ
る
が
、４
年
生
以
下
は
な
い
。

底
辺
拡
大
を
図
る
た
め
実
戦
経
験
の
少
な
く
な
り
が

ち
な
児
童
に
試
合
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し

た
。
十
川
理
事
長
は
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
、
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。（
徳
新
Ｈ
28
．
２
．
20
）

　

今
後
と
も
、
徳
島
の
た
め
日
本
の
た
め
（
２
０
２

０
東
京
五
輪
を
見
据
え
た
）
に
更
な
る
ご
活
躍
す
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

☆
目
覚
め
時
運
動
で
健
康
寿
命
Ｕ
Ｐ

行
定　

良
友
さ
ん
（
愛
媛
県
）

　
「
古
希
」
を
前
に
し
て
足
腰
の
衰
え
を
覚
え
、「
一

念
発
起
」
し
て
現
在
も
続
け
て
い
る
独
自
の
「
健
康

体
操
（
運
動
）」
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

健
康
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
情
報
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
も
の
で
、
毎
朝
、
起
床
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
目
覚
め
た
時
の
運
動
は
「
脳
の
活
性
化
」（
ボ
ケ
防

止
？
）
に
も
繋
が
る
と
の
こ
と
で
す
。）

　

会
員
の
皆
様
も
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
、
自
分
の

体
力
に
応
じ
た
健
康
維
持
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
思

健
康
の
ペ
ー
ジ

《全国「１宮」巡拝（北海道～沖縄まで）
 おしどりご夫婦でこんな一面も・・！？》
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い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
更
に
「
健
康
増
進
」
に
取

り
組
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

■
「
寝
床
」
で
す
る
運
動

　
【
そ
の
Ⅰ
】
口
呼
吸
を
改
善
す
る

　
（
腹
式
呼
吸
、
趣
味
の
「
詩
吟
」
で
の
声
出
し
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね
る
）

　

・
鼻
か
ら
息
を
吸
い
、「
あ
」
の
音

を
30
秒
だ
す
。

　
　

以
下
、同
様
に
「
い
」「
う
」「
え
」

「
お
」「
ん
」
ま
で
声
に
だ
す
。

　
【
そ
の
Ⅱ
】
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
る

　
（
尿
漏
れ
防
止
な
ど
）

　

①
横
に
な
っ
て
両
膝
を
立
て
る

　

②
尿
道
と
肛
門
の
間
を
縮
め
て
10

秒
確
保

　

③
そ
れ
を
ゆ
っ
く
り
広
げ
る

　

⇒

こ
こ
ま
で
の
運
動
を
5
回
。

　

④
続
け
て
、
③
の
行
為
で
ゆ
っ
く
り
で
な
く
「
パ

ッ
ト
」
広
げ
る

　

⇒

こ
の
運
動
を
５
回
。

　
【
そ
の
Ⅲ
】
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
る

　
（
ぎ
っ
く
り
腰
予
防
な
ど
）

　

①
座
っ
た
ま
ま
両
膝
を
立
て
る

　

②
両
手
を
前
に
し
て
上
半
身
を

反
ら
し
た
体
制
（
Ｖ
字
）
で

60
秒
キ
ー
プ

　

③
上
半
身
を
垂
直
に
元
に
戻
す

　

⇒

こ
の
運
動
を
５
回
。

　
【
そ
の
Ⅳ
】
背
筋
を
鍛
え
る

　

①
う
つ
伏
せ
の
状
態
で
両
手
の
上
に
顎
を
置
き
、

目
線
は
前
を
60
秒

　

②
同
じ
状
態
か
ら
上
体
を
両
肘

で
支
え
、
目
線
は
前
を
60
秒

（「
オ
ッ
ト
セ
イ
」の
ポ
ー
ズ
）

　

③
同
じ
状
態
か
ら
両
肘
を
伸
ば

し
反
ら
し
た
上
体
を
支
え
、
目
線
は
上
を
60
秒

　
【
そ
の
Ⅴ
】
舌
の
筋
肉
を
鍛
え
る

　
（
い
び
き
対
策
な
ど
）

　

①
舌
を
出
来
る
だ
け
下
に
出
し

て
10
秒
キ
ー
プ
（
舌
の
根
元

の
筋
肉
を
鍛
え
る
）

　

②
舌
で
上
顎
を
突
い
て
10
秒
キ

ー
プ
〈
唾
を
飲
込
ん
だ
後
の
状
態
〉

　

③
口
を
し
っ
か
り
閉
じ
て
顎
を
両
手
で
押
し
て
10

秒
キ
ー
プ
（
顔
の
筋
肉
を
鍛
え
、
寝
て
い
る
間

に
口
が
空
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
）

　

⇒

こ
の
運
動
を
５
回
。

■
「
起
き
上
が
っ
て
」
す
る
運
動

　
【
そ
の
Ⅰ
】
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
鍛
え
る

　
（
転
倒
な
ど
の
対
策
）

　

①
足
を
膝
の
高
さ
ま
で
上
げ
、
両

手
を
腰
に
当
て
た
ポ
ー
ズ
で
１

０
０
秒
キ
ー
プ

　

②
足
を
変
え
①
の
運
動

　

以
上
、
い
ず
れ
の
運
動
も
、「
回
数
」、「
秒
数
」

は
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
効
果
の
ほ
ど
は
、
現
在
68
歳
で
す
が
、
体

内
年
齢
は
「
56
歳
」
を
キ
ー
プ
（
タ
ニ
タ
製
・
体
重

計
）
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
資

本
は
、“
や
る
気
”
と
“
根
気
”
で
す
。
お
金
は
い

り
ま
せ
ん
。

　

お
互
い
“
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
>
”

 

目
指
せ
>
“
健
康
寿
命
Ｕ
Ｐ
”
＆
“
長
寿
”

　
（
追
記
）
・
私
の
「
健
康
運
動
」
は
、「
愛
媛
電
友
会
」
施
策

の
「
地
域
交
流
会
（
宇
和
島
・
御
荘
地
区
（
平
成
28
年
２
月
））」

で
紹
介
し
た
も
の
を
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
し
て
記
述
し
た
も
の

で
す
。
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☆
「
地
域
の
も
っ
た
い
な
い
推
進
運
動
」

山
本　

勇
さ
ん
（
今
治
市
）

⒈
　
は
じ
め
に
（
キ
ッ
カ
ケ
等
）

　

⑴　

生
ゴ
ミ
を
用
い
た
堆
肥
つ
く
り

　
　
　

平
成
18
年
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
、

家
庭
に
居
る
時
間
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
気

に
も
留
め
な
か
っ
た
生
ゴ
ミ
や
天
ぷ
ら
を
し
た

後
に
出
る
廃
油
処
理
で
妻
が
苦
労
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
当
時
に
新
聞
等
で
見
か
け
た
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
で
何
と
か
出
来
な
い
か

と
考
え
て
い
た
頃
に
、
愛
媛
県
内
の
西
予
市
や

九
州
地
方
で
生
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
堆
肥
つ
く
り

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
早
速
視

察
に
行
き
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
そ
の
堆
肥

の
作
り
方
は
各
家
庭
に
お
い
て
段
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
作
る
も
の
で
思
っ
た
よ
り
も
簡
単
に
作
れ

る
こ
と
が
解
り
、
こ
れ
な
ら
自
分
た
ち
も
出
来

る
と
確
信
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
の
が
キ
ッ

カ
ケ
で
す
。

　

⑵　

廃
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精
製

　
　
　

天
ぷ
ら
油
等

の
廃
油
を
用
い

た
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
の

精
製
は
、
近
隣

の
新
居
浜
市
で

既
に
実
施
し
て

い
た
の
で
、
そ

の
技
術
を
利
用

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
廃
油
処
理
を
個
々

の
家
庭
で
燃
料
に
す
る
の
は
困
難
な
た
め
、
廃

油
を
集
め
る
仕
組
み
を
地
域
の
方
々
と
話
し
合

い
、
集
会
所
へ
集
め
る
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
そ

れ
を
精
製
所
へ
持
っ
て
行
く
よ
う
に
し
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
そ
の
利
用
方
法
は
、
通
常
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
よ
り
も
二
酸
化
炭
素
の
発
生

が
少
な
く
環
境
に
も
優
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
解
り
、
地
域
の
幼
稚
園
バ
ス
で
利
用
す
る
こ

と
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

⑶　

今
治
市
立
冨
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
全
面
芝

生
化

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
の
全
面
芝
生
化
は
、
当
時
の
芝
生

ブ
ー
ム
が
あ
り
、
芝
生
の
グ
ラ
ン
ド
で
あ
れ
ば

子
供
達
が
思
い
切
り
遊
べ
て
ケ
ガ
も
少
な
く
な

り
、
ま
た
、
芝
生
を
育
て
る
に
は
生
ゴ
ミ
か
ら

作
っ
た
堆
肥
も
活
用
出
来
る
と
思
い
、
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

⒉
　
苦
労
し
た
こ
と

　
　

苦
労
と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

方
々
、
市
役
所
、
地
元
の
企
業
の
方
々
の
ご
協
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

《堆肥を活用した花壇》

《集積された廃油》

《全面芝生の運動場》
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◇
　
臼
杵
　
明
美　
（
徳
島
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

平
成
19
年
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
、
平
成
25
年
テ
ル
ウ
ェ
ル
を
退

職
し
て
３
年
余
り
経
ち
ま
し
た
。

　

１
年
半
前
ま
で
三
好
市
で
施
設

に
入
居
し
て
い
た
母
を
、
自
宅
近
く
の
施
設
に
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
毎
夕
食
時
、
顔
を
見
せ
食
事

の
介
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
み
は
続
け
て
い
る
ゴ
ル
フ
を
元
職
場
の
人
達

と
月
に
３
・
４
回
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。
上
達
も

し
ま
せ
ん
が
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
を
目
指
し
て
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

健
康
面
で
は
昨
年
頸
動
脈
の
手
術
を
受
け
、
無
事

に
済
ん
で
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
の
願
い

は
、
家
族
皆
が
元
気
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
出
来
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

⒊
　
よ
か
っ
た
こ
と
等

　
　

生
ゴ
ミ
と
廃
油
処
理
に
つ
い
て
は
、
妻
か
ら
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
地
域
の
奥
様
方
か
ら
も
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、グ
ラ
ン
ド
の
全
面
芝
生
化
に
つ
い
て
は
、

子
供
達
が
元
気
に
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
こ
と
と
、

子
供
達
が
私
を
見
る
と
寄
っ
て
来
て
「
大
き
く
な

っ
た
ら
山
本
さ
ん
み
た
い
に
な
り
た
い
」
と
言
っ

て
慕
っ
て
く
れ
る
の
が
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

⒋
　
今
後
に
つ
い
て

　
　

生
ゴ
ミ
と
廃
油
処
理
に
つ
い
て
は
一
定
の
ル
ー

ル
が
出
来
て
、
今
後
も
継
続
し
た
取
り
組
み
が
出

来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ン
ド
の
全
面
芝

生
化
に
つ
い
て
は
傷
ん
だ
芝
生
の
補
修
や
そ
の
補

修
す
る
た
め
の
芝
生
の
栽
培
、
植
え
た
芝
生
の
維

持
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
散
水
作
業
な
ど
沢
山

手
間
の
係
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
御
陰
様
で
地

域
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
「
富
田
え
が
お
芝
生

隊
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
こ

の
中
の
一
員
と
し
て
富
田
小
学
校
の
全
面
芝
生
化

グ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
、
子
供
達
の
絶
え
な
い
笑
顔

を
見
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
◇
　
大
西
　
康
夫　
（
松
山
市　

Ｈ
25
年
退
）

　

早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

町
内
会
役
員
を
２
年
、現
在
は
長
寿
会
の
副
会
長
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
Ｇ
Ｇ
）
部
の
副
部
長
を
引
き

受
け
て
い
て
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｇ
は
町
内
・
地
区
・
松
山
市
・
愛
媛
県
に
登
録

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
健
康
維

持
だ
と
思
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
私
に
と
っ
て
は
激
動
の
年
。
母
が
骨
折
し

て
入
院
、
父
が
急
に
亡
く
な
る
な
ど
大
変
で
し
た
。

諸
手
続
き
、
父
の
四
十
九
日
法
要
、
初
盆
等
も
終
わ

り
、
や
っ
と
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
◇
　
岡
久
　
照
夫　
（
阿
南
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

今
年
の
夏
は
最
近
に
な

い
猛
暑
で
し
た
が
、
電
友

会
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り

な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と

推
察
し
ま
す
。

　

私
達
の
地
域
で
は
今
年

10
月
１
日
、
２
日
に
秋
祭

り
が
あ
り
、
協
議
会
会
長

私
は
今

－12－
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と
し
て
小
学
生
の
男
子
９
人
と
何
か
と
苦
労
し
な
が

ら
打
子
の
練
習
、
指
導
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
少
子
高
齢
化
が
進
み
今
後
祭
り
の
開
催
も

厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
我
々
団
塊
の
世
代
が

も
う
す
ぐ
古
希
を
迎
え
る
に
従
い
、
田
舎
の
み
な
ら

ず
全
国
的
に
何
か
と
地
域
活
動
全
般
に
支
障
を
き
た

す
日
も
、
近
い
将
来
や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

◇　

乙
武　

雅
夫　
（
綾
川
町　

Ｈ
13
年
退
）

　

53
才
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
早
期
退
職
し
、

今
は
67
才
で
す
。
家
族
は
妻
と
子
供

二
人
、
皆
元
気
で
す
。

　

現
在
、
二
反
余
り
の
農
地
で
、
野

菜
を
作
り
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
産
直
店
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

趣
味
は
、
香
川
電
友
会
の
月
一
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ

の
参
加
で
す
。

　

地
域
の
役
で
は
、
地
元
の
寺
院
、
淨
覚
寺
の
総
代

を
や
っ
て
お
り
、
寺
院
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

余
暇
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
碁
会
所
で
囲
碁
の
対

局
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

◇　

梶
田　

靖
夫　
（
松
山
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

こ
の
１
年
、
昭
和
の
激
動
期
を
共
に
駆
け
抜
け
た

同
級
生
、
同
期
生
の
訃
報
が
目
立
っ
て
き
た
。
本
会

報
の
「
長
寿
番
付
」
の
仲
間
入
り
は
20
年
も
先
に
な

る
。
こ
れ
ば
か
り
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
。
せ

め
て
番
付
を
幕
下
ぐ
ら
い
ま
で
拡
げ
て
も
ら
わ
な
い

と
>

　

◇　

鎌
田　

千
代
子　
（
高
松
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
、
お
産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
の
ご
自
宅
へ
の
訪
問
や
、
香
川
県
助
産
師
会
が
行

っ
て
い
る
子
育
支
援
事
業
に
、
月
に
10
日
～
15
日
ほ

ど
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
訪
問
は
、
目
的
の
家
ま
で
な
か
な
か
た
ど
り

着
け
な
か
っ
た
り
、
狭
い
道

で
脱
輪
し
た
り
、
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
訪
問
を

待
っ
て
く
れ
て
い
る
お
母
さ

ん
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
愛
ら
し

さ
に
癒
さ
れ
て
、
５
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
用
体
重

計
を
重
く
感
じ
る
近
頃
で
す

が
、
少
し
づ
つ
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

鎌
橋　

美
恵
子　
（
高
松
市　

Ｈ
16
年
退
）

　

快
気
祝

　

14
年
間
Ｃ
型
肝
炎
と
付
き
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
治
癒
し
ま
し
た
。

　

発
病
時
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
孫
は
中
学
３
年
生
で

す
。
こ
の
間
、
主
治
医
、
医
学
の
進
歩
、
そ
し
て
家

族
の
支
え
が
あ
り
今
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、在
職
時
の
皆
様
に
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
明
る
い
母
で

い
て
ほ
し
い
」
と
食
事

会
に
招
か
れ
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
は
健
康
の
有
難
さ

を
感
じ
日
々
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

◇　

上
村　
　

誠　
（
松
山
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

仕
事
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
に
ゴ
ル
フ
と
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。
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◇　

川
副　

達
也　
（
松
山
市　

Ｈ
４
年
退
）

　

思
え
ば
昭
和
43
年
大
学
卒
業
後
、
電
電
四
国
野
球

部
に
入
団
し
、
経
営
調
査
室
に
配
属
さ
れ
私
の
人
生

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
４
年
間
の
ノ
ン

プ
ロ
時
代
は
す
べ
て

の
面
で
優
遇
さ
れ
て

有
難
い
毎
日
で
し
た

が
、
退
団
後
は
様
々
な
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
悩
し
た
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
様
々
な
事
情
で
自
身
の
家
庭
で
生
活
す
る

事
が
出
来
な
い
子
供
６
人
を
預
か
っ
て
学
校
へ
通
わ

せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

電
友
会
の
皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
在
職
中
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

◇　

喜
多　

泰
治　
（
美
馬
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

退
職
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
６
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
千
葉
に
住
む
長
女
に
は
２
人
の
孫
、

大
阪
在
住
の
長
男
に
も
先
日
待
望
の
孫
が
誕
生
、

時
々
旅
行
を
兼
ね
て
会
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
３
年
間
務
め
て
き
た
自
治
会
長
を
退
任
、

趣
味
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

登
山
、
ゴ
ル
フ
、
将
棋
に
書
道
、
ブ
ロ
グ
の
更
新

等
々
、
心
身
の
衰
え
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

登
山
は
、
昨
年
は
槍
ヶ
岳
、
今
年
の
秋
に
は
奥
穂

高
岳
、
日
本
百
名
山
の
登
頂
数
も
30
座
を
越
え
ま
し

た
。
趣
味
を
通
じ
て

友
人
・
知
人
も
増
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
周
り

の
人
達
に
感
謝
し
つ

つ
、
第
二
の
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

桐
本　

友
公　
（
松
山
市　

Ｈ
20
年
退
）

　

腹
筋
10
回
で
は
、
自
慢
す
る
回
数
で
な
い
と
、
ち

ゃ
か
さ
れ
な
が
ら
も
腹
回
り
を
気
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
読
む
時
間
が
増
え
た
の
で
、
俳
優
の
顔
写

真
、
文
豪
の
小
説
等
の
切
り
抜
き
や
、
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に
、
各
国
首
脳
を
50
ヵ
国
程
度
ま
で
知

り
ま
し
た
。
情
報
誌
「
ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト
」
も
心
打

つ
記
事
、
話
題
性
が
多

く
楽
し
み
に
読
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
れ
ら
生
活
の
中
か

ら
得
ら
れ
る
も
の
を
生

か
し
な
が
ら
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
活
動
を
45
年
続

け
て
い
ま
す
。

　

◇　

倉
本　

博
文　
（
高
松
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

協
力
会
社
を
退
職
し
て
早
や
３
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
は
現
役
時
の
何
分
の
一
か
の
余
裕
の
あ
る
仕

事
に
出
会
え
、心
身
共
に
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
体
験
か
ら
一
言
」

　

数
年
前
、
ふ
と
し
た
キ
ッ
カ
ケ
で
腎
臓
炎
と
緑
内

障
が
判
明
し
ま
し
た
。
初
期
で
処
置
も
早
か
っ
た
た

め
、
大
事
に
は
至
ら
ず
ボ
ー
ダ
ラ
イ
ン
近
辺
で
健
康

状
態
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
両
者
共
、
自
覚
症
状
が

出
て
か
ら
で
は
時
遅
し
の
よ
う
で

す
。

　

是
非
意
識
し
て
＋
α
の
検
査
を

お
奨
め
し
ま
す
。
ご
家
族
の
た
め

に
も
。

2015年８月22日槍ヶ岳頂上にて
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◇　

小
島　

昇　
（
東
か
が
わ
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

庵
治
町
で
、
だ
る
ま
朝
日
が
見

れ
る
と
い
う
の
で
写
真
を
撮
り
始

め
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
１
月
か

ら
始
め
て
４
月
１
日
に
水
平
線
か

ら
昇
る
太
陽
が
見
ら
れ
、
後
で
画
像
を
拡
大
し
て
み

た
ら
「
だ
る
ま
」
に
な
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。

　

１
年
間
で
気
象
条
件
が
揃
う
の
は
10
回
位
で
す
。

「
誰
か
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
庵
治
か
ら
淡
路
島
の
方

向
を
映
し
て
く
れ
な
い
か
な
あ
」
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
引
田
漁
港
で
撮
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

東
讃
海
岸
に
暗
い
う
ち
か
ら
出
掛
け
ま
す
。

　

◇　

後
藤　

ケ
イ
子　
（
高
松
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

退
職
し
て
今
年
で
15
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
研
修
の
仕
事
で
、
日
々

出
か
け
て
お
り
ま
す
。
香
川
県
内

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
時
に
は
、
兵
庫
県
か
ら
北
九

州
あ
た
り
ま
で
出
か
け
ま
す
。
特
に
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
は
、
中
学
校
で
す
。
孫
く
ら
い
の
生
徒
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
元
気
を
頂
き
ま
す
。

　

我
家
に
も
孫
が
２
人
い
ま
す
が
、
他
県
に
居
ま
す

の
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
旅
行
で
す
の
で
、
暇
を
見
つ
け
て
は

出
か
け
て
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
あ
と
少
し

仕
事
を
続
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

小
西　

忠
史　
（
松
山
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

毎
日
が
日
曜
日
に
な
っ
て
約
６
年
。
２
年
前
に
骨

髄
腫
と
判
明
し
今
も
治
療
中
で
す
が
、
現
在
は
元
気

に
通
常
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
み
は
、
退
職
後
、
40
数
年
ぶ
り
に
始
め
た
男

声
合
唱
。
歌
詞
の
覚
え
は
悪
い
、
声
が
出
な
い
な
ど

老
化
を
感
じ
な
が
ら
、
若
者
か
ら
同
年
代
の
仲
間
達

と
、
美
し
く
力
強
い
男
声
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指
し
、

厳
し
く
も
楽
し
い
練
習
。
成
果
は
定
演
や
合
唱
祭
で

の
ス
テ
ー
ジ
の
他
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
介
護
施
設

等
で
の
慰
問
演
奏
の
場
。
出
来

る
限
り
長
く
続
け
た
い
が
、
さ

て
・
・
・
。

　

◇　

小
林　

八
重
子　
（
高
松
市　

Ｈ
21
年
退
）

　

退
職
し
て
６
年
、
好
き
な
時
に
好
き
な
こ
と
を
す

る
気
ま
ま
な
生
活
か
ら
、
昨
年
は
一
変
。

　

娘
の
孫
３
人
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
保
育

園
の
送
迎
、
塾
の
送
迎
と
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
経
ち
、
今
の
生
活
に
も
慣
れ
、
早
朝
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
屋
島
の
北

嶺
を
歩
き
、
瀬
戸
内
海
の

景
色
に
、
身
近
に
こ
ん
な

素
敵
な
場
所
が
あ
っ
た
の

か
と
再
発
見
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
の

中
を
歩
き
、
再
発
見
し
た

い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　

◇　

坂
本　

輝
国　
（
松
山
市　

Ｈ
17
年
退
）

　

職
を
辞
し
て
11
年
。
古
希
も
迎
え
人
生
の
最
終
章

と
は
な
り
ま
し
た
が
、
益
々
元
気
で
趣
味
と
昔
の
仲

間
と
の
交
流
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
、
釣
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

を
通
し
て
の
体
力
の
維
持
と
ス
ト
レ
ス
発
散
。ま
た
、
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２
ヵ
月
に
１
回
、
職
場
を
共
に

し
た
昔
の
仲
間
と
の
交
流
会

（
飲
み
会
）
を
通
じ
情
報
交
換

と
心
の
癒
し
を
得
な
が
ら
老
年

を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
あ
っ
て
は
老
夫
婦
と
犬
１
匹
の
生
活
で
は

あ
り
ま
す
が
、
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
も
薄
れ
、

我
が
ま
ま
の
言
い
合
い
と
、
の
の
し
り
あ
い
の
口
喧

嘩
の
毎
日
。

　

こ
れ
も
ま
た
夫
婦
愛
で
し
ょ
う
か
？

　

◇　

三
宮　

正
博　
（
香
美
市　

Ｈ
16
年
退
）

　
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
例
え
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
退
職
４
年
が

過
ぎ
、ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、

５
～
６
㎏
ば
か
り
、
体
重
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
は
と
、
健
康
の
た
め
、
自
宅
周
辺
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
１
時
間
程
度
（
毎
日
と
は
い
か
な
い

が
）、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
長
職
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
地
域
・
壮

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
月
１
回
参
加
し
て
、
運
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

日
常
的
に
は
、
恩
返
し
の
思
い
で
、
Ｏ
Ｂ
組
織
の

活
動
に
関
わ
り
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と
、
飲4

み4

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
、
Ｏ
Ｂ
組
織
で
構
成
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
員
と
し
て
、
高
齢
者
施
設
の
車
イ
ス

清
掃
を
は
じ
め
各
種
清
掃
、
ア
ジ
サ
イ
剪
定
作
業
等

に
参
加
し
、
楽
し
さ
と
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
高
齢
の
親
（
88
才
）
の
介
護
を
し
つ

つ
、
奥
さ
ん
、
娘
の
不
満
解
消
に
向
か
い
合
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
現
役
時
代
と
同
様
う
ま
く
解
消
と

は
・
・
！
「
そ
う
そ
う
お
父
さ
ん
の
お
か
げ
よ
ネ
」

で
そ
の
場
を
と
り
つ
く
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

波
乱
の
時
は
過
ぎ
、
人
生
も
穏
や
か
に
な
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
健
康
第
一

で
楽
し
い
人
生
を
！

　

◇　

漆
川　

澄
子　
（
徳
島
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

退
職
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
ん
び
り
し

た
生
活
で
す
が
、
年
を
取
る
と
筋
ト
レ
が
大
事
と
聞

き
健
康
法
の
一
つ
と
し
て
「
カ
ー
ブ
ス
」
に
通
い
始

め
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
マ
シ
ン
と
ボ
ー
ド
を
使
い

一
日
一
回
30
分
の
運
動
を
週
３
日
程
度
行
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
退
職
者
の
会
月
１
回
の
健
歩

会
で
す
。

　

他
は
夕
食
後
の
30
分
程
の
散
歩
で
す
。
毎
日
の
食

生
活
を
多
少
気
に
し
な
が
ら
も
夕
食
事
の
好
き
な
ビ

ー
ル
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
お
腹
の
周
り
を
気
に

し
な
が
ら
毎
日
美
味
し
く
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
の
健
康
の
目
安
の
一
つ
か
も
と
・
・
・
。

　

◇　

島
本　

孝
則　
（
八
幡
浜
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

退
職
し
て
い
つ
の
間
に
か
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ア
ウ
ト
ド
ア
も
庭
の
草
む
し
り
が
唯
一
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
が
イ
ン
ド
ア
で
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
収
集
な
ど
、
ホ
ビ
ー
オ
フ
や
ハ
ー
ド

オ
フ
通
い
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
昨
年
は
ラ
ン

ボ
ル
ギ
ー
ニ
カ
ウ
ン
タ
ッ
ク
の
模
型
を
１
年
半
か
け

て
組
み
立
て
費
用
が
15
万
円
程
度
か
か
り
少
し
反
省

し
て
い
ま
す
。

　

健
康
面
で
は
、
加
齢
と

と
も
に
向
き
合
う
現
実

を
、
こ
れ
か
ら
乗
り
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
覚
悟

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

－16－

　第１７６号 平成２８年１０月　四　国　電　友　会



　

◇　

高
田　

久
司　
（
上
板
町　

Ｈ
20
年
退
）

　

退
職
し
て
８
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、農
業
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
猛
暑
が
続
き
大
変
で
し

た
。
そ
れ
で
も
体
に
注
意
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
猛
暑
の
中
、
早
期
米
収
穫
も

８
月
に
終
わ
り
ま
し
た
。
近
所
の
仲
間
と
、
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
米
の
生
産
組
合
を
つ
く
り
米

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

現
役
と
は
違
っ
た
分
野
で
す
が
、
植
物
を
育
て
る

の
が
好
き
な
の
で
体
力
の
続
く
限
り
、
米
、
野
菜
、

花
等
と
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

米
、
野
菜
は
孫
達
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
待
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
楽
し
み
で
す
。

　

◇　

田
所　

秀
二　
（
南
国
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

退
職
後
、
契
約
社
員
と
し
て
５
年

間
お
世
話
に
な
り
、
昨
年
３
月
末
で

完
全
退
職
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
暫
く
は
充
電
期
間
と
し
て
ゆ
っ
く
り
過

ご
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
お
手
伝
い

と
し
て
始
め
た
公
民
館
活
動
が
15
年
目
と
な
り
、
さ

ら
に
重
要
な
役
を
も
ら
う
こ
と
と
な
り
何
か
と
や
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
高
知
電
友
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く

よ
う
に
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
趣
味
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
ブ
ド
ウ
も

終
わ
り
、
次
は
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
の
準
備
に
取
り

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

何
を
す
る
に
も
元
気
が
一
番
。
医
者
に
掛
か
り
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

西
川　

清　
（
松
山
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

昨
年
退
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
嫁
と
娘
と
３
人
暮
ら
し
、
主
な
役
目
は

「
パ
シ
リ
」
で
す
。
結
構
忙
し
い
で
す
。
電
友
会
の

会
報
が
届
く
と
、
入
社
時
の
懐
か
し
い
名
前
、
原
稿

が
な
い
か
、
隅
々
ま
で
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
近
況
で
す
が
「
す
こ
ぶ
る
元
気
」
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

◇　

布
田　

美
保　
（
田
野
町　

Ｈ
27
年
退
）

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
が
仕
事
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
家
族
の
よ
う
な
思
い
や
り
の
あ
る
暖
か
い

職
場
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
て
頂
い

た
お
蔭
だ
と
感
謝
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
と
い
う
趣
味
は
な
い
の
で
す
が
時
折
山
登
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
頂
上
に
立
ち
お
い
し
い
空

気
を
吸
い
、
旨
い
ビ
ー
ル
を
飲
む
」
こ
れ
が
私
の
至

福
の
時
で
す
。

　

足
腰
を
鍛
え
て
人
生
の
ゴ
ー
ま
で
自
分
の
足
で
歩

く
。
い
つ
ま
で
も
大
好
き
な
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
よ
う

に
夫
と
共
に
健
康
に
留
意
し
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

◇　

濱
本　

政
信　
（
小
豆
島
町　

Ｈ
21
年
退
）

　

平
成
21
年
に
退
職
し
た

年
に
母
を
看
取
り
、
諸
事

を
済
ま
せ
た
後
、「
絵
で

も
描
い
た
ら
」
と
女
房
の

提
案
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

絵
画
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
水
彩
画
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を
描
い
て
６
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
ア
ク

リ
ル
画
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
治
会
の
役
員
・
た
ま
に
行
く
下
手

な
ゴ
ル
フ
等
に
よ
り
、
集
中
し
て
描
け
な
い
の
が
悩

み
で
す
。
女
房
に
し
て
も
同
じ
で
、
三
味
線
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
、走
り
回
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

　

今
年
同
期
入
社
50
周
年
を
迎
え
て
、
夫
婦
５
組
が

一
泊
二
日
の
旅
行
を
し
ま
す
。
そ
の
日
が
楽
し
み
で

す
。

　

◇　

藤
近　

容
子　
（
黒
潮
町　

Ｈ
21
年
退
）

　

私
の
斜
め
前
の
男
性
が
人
目
を
避
け
て
瞼
を
押
さ

え
た
。

　

あ
か
つ
き
館
の
「
読
み
聞
か
せ
の
会
」
に
参
加
し

た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
三
本
足
の
犬
は
少
年
に
尻
尾
を
振
っ
た
が
気
づ

か
な
か
っ
た
。
２
回
目
の
と
き
友
達
に
な
る
。
三
本

足
に
な
っ
た
理
由
は
知
ら
な
い
。
少
年
は
三
本
足
に

心
を
開
く
」　

山
本
け
ん
ぞ
う
作
の
『
あ
の
路
』

　

読
み
聞
か
せ
は
大
人
が
読
ん
で
子
供
が
聞
く
も
の

と
と
の
域
が
破
れ
た
。
衝
撃
と
な
っ
た
。

　

◇　

真
鍋　

廣
幸　
（
高
松
市　

Ｈ
16
年
退
）

　

こ
れ
か
ら
は
の
ん
び
り
と
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
た
い
・
・
つ
も
り
で
し
た
が
・
・

　

頭
と
身
体
の
健
康
維
持
の
た
め
、
と
り
あ
え
ず
今

年
の
目
標
を
①
読
書
３
冊
／
週
②
ジ
ム
通
い
３
回
／

週
③
ゴ
ル
フ
３
回
／
月
④
田
舎
の
田
畑
の
維
持
／
適

度
⑤
体
重
３
㎏
減
／
前
年
比
と
立
て
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
上
半
期
は
何
と
か
目
標
を
達
成
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
気
張
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と

マ
イ
ペ
ー
ス
で
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

道
久　

隆
雄　
（
琴
平
町　

Ｈ
26
年
退
）

　

疲
れ
た
！
オ
ー
ル
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
の
ラ
イ
ブ
参
戦
は
き
つ

い
！

　

退
職
し
て
、
早
や
３
年
目
、
退

職
し
た
ら
大
好
き
な
ワ
ン
ち
ゃ
ん
３
頭
の
相
手
と
、

ラ
イ
ブ
三
昧
だ
と
思
っ
て
い
た
は
ず
が
、
体
が
～
年

だ
ね
。

　

そ
の
う
ち
ラ
イ
ブ
参
戦
が
観
戦
に
な
る
か
も
！

　

で
も
若
い
人
達
と
の
ラ
イ
ブ
参
戦
は
楽
し
い
の
で

ま
だ
ま
だ
ガ
ン
バ
ル
ぞ
。

　

◇　

三
井　

政
敏　
（
三
豊
市　

Ｈ
21
年
退
）

　

団
塊
世
代
、退
職
か
ら
７
年
の
時
が
経
ち
ま
し
た
。

秋
か
ら
春
は
畑
の
作
物
の
成
長
を
横
目
に
早
朝
歩

き
、
夏
場
は
菜
園
の
水
や
り
、
今
年
は
小
生
共
々
、

猛
暑
に
負
け
た
の
か
、
少
し
の
柿
と
い
ち
じ
く
が
暑

さ
で
ダ
ウ
ン
。
菜
園
の
出
来
不
出
来
は
お
空
の
ご
機

嫌
次
第
。

　

地
域
で
は
、

神
社
、
お
寺
、

た
め
池
等
の
お

世
話
と
出
か
け

る
た
び
に
、
カ

メ
ラ
を
持
参
し

自
己
大
満
足
で
、壁
写
真
が
い
つ
の
間
に
や
ら
復
活
。

　

ま
な
板
の
上
の
鯉
（
全
身
麻
酔
）
の
手
術
と
老
化

の
証
、
帯
状
疱
疹
の
激
痛
を
経
験
。
日
々
楽
し
む
心

を
持
ち
メ
リ
ハ
ッ
て
ま
す
。

　

◇　

三
好　

泰
子　
（
新
居
浜
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

今
で
は
ス
ロ
ー
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
身
に
つ
い
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て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
う
れ
し
い
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

趣
味
の
一
つ
で
あ
る
お
琴
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
た
の
で
す
。
小
学
校
の
お
琴
ク
ラ
ブ
で
子
供
達

に
接
し
、
明
る
く
無
邪
気
な
姿
に
私
自
身
子
供
の
頃

に
戻
っ
た
よ
う
で
、
元
気
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

活
動
を
通
じ
て
伝
統
的
な
楽
器
お
琴
に
触
れ
、
古

典
芸
能
の
一
片
で
も
感
じ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
楽
し
く
充
実
し

た
時
間
を
心
待
ち
し
な
が

ら
健
康
に
留
意
し
、
感
謝

の
日
々
を
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
◇
　
村
上
　
敏
行　
（
西
条
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

昨
年
お
世
話
に
な
っ
た
会
社
を
退
職
し
、
年
末
に

松
山
市
か
ら
郷
里
の
西
条
市
へ
転
居
し
ま
し
た
。

　

今
は
家
庭
菜
園
と
趣
味
の
弓
道
を
楽
し
み
な
が
ら

日
々
雑
草
と
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
左
手
親
指
が
、
バ
ネ
指
に
な
り
カ
ク
ン
カ
ク

ン
と
動
か
す
度
に

違
和
感
を
感
じ
ま

す
。
健
康
の
た
め

毎
日
30
分
位
の
散

歩
を
し
ま
す
が
、

小
川
の
中
や
野
花

を
眺
め
な
が
ら
で

な
か
な
か
前
に
進

み
ま
せ
ん
。
今
は

健
康
に
感
謝
し
な
が
ら
孫
の
来
る
の
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
ま
す
。

　
◇
　
森
本
　
隆
夫　
（
大
洲
市　

Ｈ
13
退
）

　

53
才
で
退
職
し
て
早
く
も
15
年
。
高
齢
者
の
仲
間

に
入
り
、
地
域
に
も

し
っ
か
り
馴
染
ん
で

い
ま
す
。

毎
朝
６
時
に
起
床

し
、
神
職
と
し
て
近

く
の
５
社
の
神
社
を

回
り
、「
太
鼓
を
敲

き
」「
祝
詞
を
奉
上

し
て
」
１
日
が
始
ま

る
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
田
舎
の
神

職
は
普
段
は
暇
な
も
の
で
、整
体
の
勉
強
を
し
て「
整

体
師
」
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
「
投
げ
網
」、
秋
に
は
鮎
の
「
瀬
張
り
漁
」

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。お
陰
様
で
ス
ト
レ
ス
も
無
く
、

健
康
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
◇
　
山
﨑
　
正
廣　
（
須
崎
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

古
希
が
来
て
、
孫
の
成
長
を
楽
し
む
余
生
入
り
。

腰
は
痛
い
目
は
霞
む
、
あ
ち
こ
ち
修
繕
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
。
そ
ろ
そ
ろ
早
め
の
終
活
へ
・
・
。

　

退
職
後
の
日
々
は
、
庭
や
畑
の
除
草
に
庭
木
の
手

入
れ
、
米
や
野
菜
を
作
っ
て
日
が
暮
れ
る
・
・
。

　

家
内
は
、
孫
の
バ
ア
バ
ア
保
育
。
我
が
仕
事
と
ば

か
り
悦
に
入
り
、
癒
し
で
血
圧
下
が
り
上
機
嫌
。
た

ま
に
私
へ
保
育
が
回
る
。
孫
っ
て
、
歌
の
文
句
と
同

じ
だ
な
あ
。
ひ
と
り
ニ
ヤ
ケ
自
分
を
笑
う
。

　

こ
の
歳
に
な
り
、
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る
今
、
若

き
頃
を
回
顧
す
る
今
日
こ
の
頃
だ
。

「ねんりんピック高知:弓道競技」最前列左
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手
を
つ
な
ぎ
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
親
子
か
な 

石
の
花

恒
例
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
へ
集
う
顔 

泉
　

爺
婆
の
せ
わ
し
く
な
り
ぬ
夏
休
み 

扇
　

立
秋
と
は
名
の
み
今
宵
の
温
度
計 

髙
　
越

帰
省
子
や
喰
う
飲
む
寝
る
と
テ
レ
ビ
番 

そ
ら
ま
め

新
涼
や
雲
一
つ
な
き
今
朝
の
富
士 

哲
　
朗

日
々
猛
暑
五
輪
に
野
球
興
奮
し 

菜
の
花

早
朝
の
妻
と
の
散
歩
秋
に
入
る 

浩
　
風

雑
然
と
本
積
み
重
ね
夏
来
る 

媛
　
香

岩
清
水
五
臓
六
腑
を
駆
け
巡
る 

べ
い
こ
う

連
峰
の
雲
見
上
ま
に
雷
雨
化
す 

峰
　
生

 

（
責
任
者
）山
岡
郁
夫

　

◇　

山
本　

啓
視　
（
高
知
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

４
月
末
で
テ
ル
ウ
ェ
ル
の
お
世
話
に
な
っ
た
仕
事

も
終
わ
り
、
無
職
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
知
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
監
督
を
引
き
受
け
て
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

月
曜
と
金
曜
を
除
き
、
週
５
日
一
日
２
時
間
半
の
練

習
の
指
導
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

四
国
で
準
優
勝
が
最
高
で
目
標
は
四
国
で
の
優
勝

で
す
が
、
勝
っ
て
イ
ン
カ
レ
に
出
場
と
な
る
と
レ
ベ

ル
が
違
い
す
ぎ
る
の
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ル
ー
ル
変
更
だ
っ
た
り
技
術
が

上
が
っ
た
り
、
ま
た
半
数
以
上
が

教
員
志
望
な
の
で
練
習
方
法
、
戦

術
も
研
究
し
な
が
ら
で
、
お
か
げ

で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

◇　

渡
部　

加
代　
（
松
山
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
退
職
し
て
か
ら
10
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
に
次
々
と
義
父
母
を
看
取
り
、
今
は
96
才
の

母
の
世
話
を
し
て
い
ま
す

　

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
、
退
職
後
に
習
い
始
め
た
絵

手
紙
は
10
年
目
に
な

り
ま
し
て
、
友
達
が

た
く
さ
ん
出
来
ま
し

た
。
現
在
は
老
後
に

備
え
、
水
泳
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
運
動

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
一
番
楽
し
み

に
し
て
い
る
事
は
、

年
２
回
程
度
の
孫
達
と
旅
行
に
行
く
事
で
、
元
気
に

忙
し
く
動
い
て
い
ま
す
。

　

◇　

渡
部　

民
夫　
（
東
温
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

毎
日
、
散
歩
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
ご
飯
炊
き
と
、
食
器
洗
い
等
「
し
ゅ
ふ
」

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
あ
っ
、
そ
れ
と
神
社
の
「
総

代
」
を
し
、
神
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
し
て
い
た
時
よ
り
も
今
の

方
が
忙
し
い
で
す
。

俳 

句

﹁
若
草
句
会
﹂（
愛
媛
）
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☆　

瑞
宝
双
光
章
　
横
田　
　

進 
様
（
松
山
市
）

Ｈ
28
・
７
・
12
逝
去

☆　

瑞
宝
単
光
章
　
上
田　

幸
夫 

様
（
松
山
市
）

Ｈ
28
・
４
・
５
逝
去

☆　

瑞
宝
単
光
章
　
藤
村　
　

健 

様
（
善
通
寺
市
）

Ｈ
28
・
４
・
７
逝
去

☆　

瑞
宝
単
光
章
　
明
地　

正
雄 

様
（
松
山
市
）

Ｈ
28
・
４
・
14
逝
去

☆　

瑞
宝
単
光
章
　
重
崎　

欣
也 

様
（
松
山
市
）

Ｈ
28
・
４
・
18
逝
去

　

暑
い
夏
も
過
ぎ
、
食
べ
物
も
美
味
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
地
で
の
お
祭
り
や
、
旅
行
等　

身
体
と
財
布
と

相
談
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）

窪
田　

茂
秋　

様　

27　

12　

9　

92　

松
前
町

☆
瑞
宝
双
光
章
　
仲
谷
　
　
昭 

様（
松
山
市
）

　

栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

藤
田
喜
代
子　

様　

28　

4　

29　

89　

松
山
市

高
橋　

経
徳　

様　

28　

5　

30　

85　

松
山
市

伊
藤
聖
一
郎　

様　

28　

6　

23　

73　

松
山
市

田
ノ
窪
重
則　

様　

28　

6　

27　

83　

松
山
市

菅　
　

省
三　

様　

28　

7　

6　

81　

日
進
市

藤
堂
佐
代
松　

様　

28　

7　

14　

91　

宇
和
島
市

福
嶋　
　

明　

様　

28　

7　

16　

91　

松
山
市

宮
脇　

満
義　

様　

28　

7　

31　

79　

松
山
市

菊
池　

記
一　

様　

28　

8　

1　

91　

松
山
市

松
本　

敏
幸　

様　

28　

8　

24　

85　

松
山
市

　
（
香
川
県
）

萱
原　
　

努　

様　

28　

４　

28　

90　

高
松
市

近
兼　

恵
子　

様　

28　

7　

13　

85　

ま
ん
の
う
町

桑
崎　
　

健　

様　

28　

9　

２　

84　

高
松
市

　
（
徳
島
県
）

後
藤
田
テ
ル
子　

様　

28　

6　

14　

88　

徳
島
市

真
柴　
　

毅　

様　

28　

6　

27　

76　

上
板
町

小
川　

英
寶　

様　

28　

7　

11　

82　

阿
南
市

中
島　

久
芳　

様　

28　

7　

16　

95　

徳
島
市

東　

健
一
郎　

様　

28　

7　

16　

72　

徳
島
市

　
（
高
知
県
）

下
元　

照
二　

様　

Ｈ
28　

7　

19　

88　

高
知
市

嶋
岡　
　

徳　

様　

Ｈ
28　

7　

30　

81　

佐
川
町

川
村　
　

花　

様　

Ｈ
28　

8　

24　

95　

高
知
市

　

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

　

63
回
目
の
よ
さ
こ
い
祭
り
が
、
８
月
９
日
（
前
夜

祭
）
か
ら
12
日(

後
夜
祭)

ま
で
の
４
日
間
、
全
国
か

ら
２
０
５
チ
ー
ム
約
１
万
８
千
人
の
踊
り
子
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
知
支
店
も
、
白
い
カ
ウ
ボ
ー
イ

ハ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
調
の
衣
装
で
決
め
た
１
２
０

名
の
踊
り
子
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

踊
り
子
の
年
齢
が
２
歳
か
ら
64
歳
ま
で
と
幅
広

く
、
大
家
族
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
チ

ー
ム
で
す
。
連
日
の
猛
暑
の
中
、
笑
顔
で
各
会
場
を

踊
り
通
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
松
丸　

純
二
）

表
紙
の
言
葉

物
故
者
叙
勲

編
集
後
記

敬　

弔
高
齢
者
叙
勲

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
百
七
六
号

　

発　
　

行　

平
成
二
十
八
年
十
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

木
田　

誠
剛

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

株
式
会
社　

ド
ル
ッ
ク
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次世代環境クリエイター

四国支店
〒790-0004　愛媛県松山市一番町１丁目15-2

（松山一番町ﾋﾞﾙ 4F）

 Phone. 089-946-4411（代）
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タウンページを
“地域とくらしの
　メディア”に！！

タウンページの顔が新しくなって
　　　　　あなたの街にも届きます！！

H28広表第440号【171012】

防災関連情報を集めた
別冊「防災タウンページ」で
さらにパワーアップ！！
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